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■第 4 回お日さま春まつり「エコ・自然エネルギーにふれよう」■ 

今年も「お日さま春まつり」が、５月８日に多摩区の中野島中央

公園で開催されました。当日は快晴で日差しも強く、季節はすっか

り初夏でした。原発ゼロ市民共同かわさき発電所としては２回目の

参加となります。ミツバチの会の呼びかけで２７団体が参加し、参

加人数は約 1,500 人（主催者発表）で、年々増えているとのこと。 

まつりのオープニングは威勢のいい「和太鼓の演奏」で始まり、

ミニステージでは太鼓の他に「大道芸」、「多摩高合唱部によるコー

ラス」、歌声喫茶を思わせる「みんなで歌おう」や、まつりの趣旨

にフィットした「ギター演奏と歌」など、様々なパフォーマンス（出

し物）があり、みんなで楽しい時間を過ごしました。また、模擬店

や餅つきなどに地域の作業所や町内会の方たちがたくさん参加さ

れており、４回目にしてすっかり地域に定着したおまつりになっていると感じました。模擬店だけでな

く、子どもコーナー、健康コーナーへの参加も含めて市民団体の出展参加も多数あり、ソーラークッキン

グや太陽光発電で動くミニ電車の展示、ミニペレットストーブでお湯を沸かして入れたコーヒーや焼き

芋の試飲・試食など、化石燃料に頼らない暮らし方の実演に多くの人が関心を示していました。 

当法人はパネル展示と手動で走るミニカーの体験型展示、生

ビール販売で出店しましたが、暑かったのでビールは昼前には

完売してしまいました。アピールタイムでは「電力小売全面自

由化」についてのミニ講座を行い、「再生可能エネルギーの供給

を中心とする電力会社を選んで下さい」とのアピールに、マン

ション管理組合の理事をされている方がもっと詳しい話を聞き

たいとブースに来られたり、「屋根貸しウオンテッド！チラシ」

を配布したことで質問を受けたりしました。地道に活動をアピ

ールしていけば必ず反応があることを実感しました。 

また、イベントに参加するごとに顔なじみの団体や個人も増

えてきて、ネットワークが拡がることでエコ・自然エネルギーの普及も進んでいくのだと思いました。す

っかり日焼けしてしまい、５月の日差しがこんなにも強いことを改めて感じた１日となり、今回、出展参

加された方とは９月の「おひさまフェス」での再会を期して、心地よい疲労感と充実感を感じながら家路

に着きました。                               理事 石村 早苗 
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ミニカーを手動で走らせるのが人気！
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■6/26 総会記念講演 ～再エネ条例制定の意義～■ 

 

原発に頼らない、環境に優しく災害に強い社

会の実現には、エネルギー構造を小規模分散

型・地産地消型にして、再生可能エネルギーを

普及させることが欠かせません。個人や自治

会、ＮＰＯなどが小さな単位で再エネを利用で

きれば、その地域の持続可能性は高まります。 

 

しかし、個人や小規模団体が再エネ発電設備

を持とうとしても、資金面、技術面、設置場所

の確保など、様々な点で困難が伴います。 

そこで、条例によって、行政が再エネ発電施

設の設置を支援する枠組みを設けることが重

要になります。再エネ発電設備を設置しようと

する人や団体が、行政から、資金の貸し付けや

設置場所の提供、発電事業についてのアドバイ

スの提供など、様々なサポートを受けられるよ

うにするのです。 

 

当 NPO 法人では、川崎市においてもそうし

た条例が必要であると考え、長野県飯田市など

の先進事例を参考に、条例案作りに取り組んできました。その活動のアドバイザーとして、総合

地球環境学研究所の研究員である増原直樹さんに、度々お力添えをいただいています。 

６月２６日（日）の総会記念講演では、その増原直樹さんをお招きし、「再エネ条例制定の意

義」というテーマでご講演をいただきます。 

増原さんは、地方自治論や自治体の環境エネルギー政策論の専門家で、これまでに条例の制定

に携わった経験をお持ちです。また、全国の再エネ条例の研究もされており、各地の再エネ条例

の特徴などに精通しておられます。 

 

今回の講演では、増原さんに再エネ条例の果たす役割や、全国の再エネ条例の実情、条例制定

に向けて私たちにできることなどについてお話をしていただきます。 

原発に依存しない社会の実現のためには、脱原発を訴えるとともに、再エネの普及を目指し

て、再エネ条例の制定運動を展開していくことも必要です。 

６月２６日（日）の総会記念講演に、ぜひご参加ください！   

                  

●日時：６月２６日（日） １５：３０～１７：３０ 

●場所：高津市民館 第４会議室 （溝の口マルイ １１階）                                 

 

政策検討チーム 岩坂 康佑
こうすけ
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理事 高橋 喜宣
き よ し

 

■8/20～21「福島スタディツアー」のご案内■ 

「あれから 5 年、スタディ＆現地 7 人との交流ツアー」 

南相馬の被災時と今を実感!  ＋浪江町請戸地区 
 

 右写真は 2016 年 4 月 24 日撮影した浪江町請戸地区。福

島第 1 原発のある町で、今年 4 月にこの地区の通行がようや

く許されました。3.11 の大震災でこの地を見廻った浪江消防

団員は多数のうめき声を聞きながら、日没のため捜索ができま

せんでした。翌日、救助に向かおうとしましたが、国より避難

指示が出て、救える命を救えなかった「無念の地」です。映画

「日本と原発」の中で紹介された場所の 5 年後の現状です。  

■「これは原発災害だ！」南相馬ボランティアガイド長谷川明さん 

「これは原発災害だ」と今回案内をいただく長谷川明さんはこう語りながら南相馬の最新情報で案内し

てくれます。ＮＨＫが長谷川さんを取材して報道すると「複合災害」と変わりました。 

南相馬市は福島原発から 20 ㌔と 30 ㌔圏内、30 ㌔圏外で様相

が大きく変わります。20 ㌔圏内の小高地区は 4 月現在今もなお国

の管轄で、避難指示解除準備区域です。国の帰還政策で除染作業は

数千人規模で実施されましたが、未だ数百の家屋は解体されていま

せん。15 ㌔圏内の小高駅前周辺はきれいに整備されましたが、住

民の約 1 割程度しか帰還を望んでいません。左写真はその駅前にで

きた「自衛官募集中」の新しい看板です。故障中の放射線量モニタ

リングポストの横に新しい装置が設置されました。 

こうした実態を皆さんに実感していただく企画にしました。 

■東日本大災害時、南相馬市立病院は「戦場のようだった」 

 今回のツアーの目玉は現地の 7 人の方々との交流です。現地の人でさえなかなか話が聞けない、南相

馬市立総合病院医院長に講演をしていただきます。質問に答えて「あの時は戦場のようだった」とぽつり

と語りました。医院長はある決断をしたのです。医院長と南相馬市原町保健センターの保健師から、当時

の様子を語っていただきます。 

■半農半電を目指す、ソーラーシェアリング 

 福島県は「2040 年まで県内の電力を再エネ 100％に」を

目標として定めました。現在、南相馬市内各所に太陽光パネル

が見られます。その中で、食料とエネルギーを一緒に供給する

「南相馬ソーラーパーク」と「再エネの里」＝右写真＝を見学

します。 

 実施期間は 8 月 20 日～21 日、募集は先着 20 名。費用は

2 万円。名前、住所、性別、電話番号、保険用の生年月日を明

記の上、genpatuzero.hatuden@gamil までお願いします。 

                        

mailto:genpatuzero.hatuden@gamil
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【編集後記】 

ゴールデンウィーク真っ最中の 5 月 4 日に、当 

NPO法人の長中期目標・実践計画を話し合うため

の「一日合宿」をおこない、

激しい議論をたたかわせま

した(^o^)/ ５０年後の話

など、わたくし的には非常

に楽しかったのでまたやり

たいなぁ～ （加藤伸子） 

 

 

 

 

 

 

■自己紹介コーナー■ No.20 

 

今月号は、会議でも視察でも朗らかな雰囲気にしてくださる 森川聖詩
せ い し

さんの自己紹介です。 

『原爆被爆二世として』 

私の父は広島に原爆が投下された時、爆心から970ｍの近距離にいた

被爆者であり、その子どもである私は被爆二世ということになります。 

私が「被爆二世」と言う言葉を知ったのは、中学生の頃で、確か新聞

記事か何かだったと思います。幼少の頃から胃腸が弱く、病気がちだっ

たり、けがをすると傷口がなかなか治らず、すぐに化膿したり…、夏休

みになっても、暑さで体をこわし、ほとんど家で寝ている日が多かった

ことが思い出されます。 

学生から社会人となるくらいの間に、被爆二世に関するニュース、記

事、本などを見たり、様々なきっかけで何人もの被爆二世に出会うこと

となり、健康な人もいる半面、私と同じように色々な体の不調を訴えて

いる人もいて、被爆二世の医療保障の必要さを痛感しました。 

 また、被爆二世の平均年齢が若かった頃、就職や結婚における差別の

ことが、マスコミ等でも報じられていましたが、私は、そのどちらも経験しました。でも、その後、幸

運にも良き伴侶に出会い、33歳にして結婚しました。そして、翌年には子宝にも恵まれたと思いき

や、日数が経過しても胎内で成長せず、個体としてこの世に生を受けられる生命力がないことがわか

り、涙を飲みました。私は、このことが、自分が被爆二世であることと無関係なこととしては受けとめ

られません。 

 『フクシマ』の原発事故と放射線被害…、そしてこれによって生じてきている差別問題は、核問題

が、もはや被爆者、被爆二世に限らず、国民的な問題となっていることを象徴していると思います。 

 国が、被爆者、被爆二世はもとより、放射線被害者（被曝者等）に医療保障をはじめとする保障（補

償）を充分に行い、社会的差別をなくすように努めること、また、すべての原発を廃炉にし、自然エネ

ルギー、再生可能エネルギー中心のエネルギー対策に転換するよう、被爆二世の一人として強く訴え、

微力ながら皆さんとともに活動していきたいと思います。よろしくお願いします。       

                              正会員 森川 聖詩
せ い し

  

     

 

           

                                                                                                        

■NPO 法人 原発ゼロ市民共同かわさき発電所■ 

ホームページ  

http://genpatuzero-hatuden.jimdo.com/ 

フェイスブック 

https://www.facebook.com/genpatuzero.hatuden 

連絡先 TEL ０９０―７９４８―６１８９ （川岸） 

 

 


